
    

 令和元年 7月 No.326 

 

 

 

 

 

 

「未来に誇れる図書館を」 

長 谷 川  達 也 

 

中央図書館の館長として着任して 3 か月あまりが

過ぎた。長年の市役所生活の中で図書館勤務は初めて

であり、困惑も多いが職員の助けを得ながら情熱とス

ピード感をもって課題解決と図書館のさらなる魅力

の向上に向け努力していく所存だ。 

今、神戸市の図書館をめぐる環境が大きく変化しよ

うとしている。今年、4 月 23 日に北神図書館をオー

プンさせたが、今後次々に新しい図書館の建設が予定

されている。具体的には、西区役所の新庁舎移転整備

のタイミングにあわせ民間活力を利用し、芸術文化ホ

ールの新設と新しい図書館の建設を一体的に行う予

定だ。これに引き続き、都心三宮の再整備にあわせ、

三宮図書館をバスターミナルビルが入る再開発ビル

内に設置することにもなっている。 

昨年 12 月、市民の皆様のご意見もいただきながら

両館の基本計画を策定したが、引き続き計画の具体化

に向け着実に整備に向けた準備を進めていく。西図書

館、三宮図書館以外にも改善の必要のある図書館はま

だまだ多く、読書環境やアクセスに課題を抱えている

地域図書館が存在することも事実であり、順次改善を

行っていきたい。 

また、今後のまちづくりを考えた時、主要駅の駅

前空間の魅力をより一層向上させる必要があるが、

こういった地域の活性化に図書館が果たせる役割は

決して少なくないはずだ。これからの図書館は単に 

 

本と出会う場としてだけではなく、周辺施設や人的資

源との連携を図り、幅広い人たちの交流や情報発信の

拠点になっていくべきと考えており、図書館としても

具体的な取り組みを提案・実践していきたい。 

一方、地域図書館の機能が充実すればするほど、そ

のバックアップを担う中央図書館が果たすべき役割

も高度化させる必要がある。中央図書館についても施

設・設備の改善や、スタッフの更なるスキルアップを

図っていかねばならない。 

今、神戸市の図書館は、全国的に見ても決して進ん

だものであるとはいいがたい。我々はこの厳しい状況

をしっかりと認識したうえで、改善に向け努力を積み

重ねていく必要があることを肝に銘じておかねばな

らない。 

図書館は、潜在的可能性の非常に高い施設であり、

いつの時代にあっても社会的に価値のある場所でな

くてはならない。若者の本離れについて言われて久し

いし、書店をめぐる状況も昔とは変わりつつあり、良

き本とリアルに向き合える機会が減ってきている。ま

た、高齢者、障害者、外国人等多様な市民へのサービ

スなど、図書館が果たさねばならない社会的役割は増

大している。 

これからの図書館に求められる機能をしっかりと

見据えながら、末永く市民に愛され、未来に誇れる素

晴らしい図書館の整備・運営を目指したい。 

（中央図書館長） 

神戸市立図書館報 

北神図書館リニューアルオープンテープカット 

（左から高尾北区連合婦人会会長、北山神戸市会議長、 

久元神戸市長、樽谷北区連合自治協議会会長、 

株式会社関西都市居住サービス根岸代表取締役） 
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北神図書館の移転・開館について 

総務課担当係長 村井博之 

総務課担当係長 荒井俊明 

 利用サービス課資料係長 棟安陽子  

１．北神図書館移転の経緯 

 北神地域の市民サービス向上のため、北区藤原台

にある北区役所北神支所が北神区役所へ格上げされ

ることとなった。これに際して北神支所の拡張が検

討され、その議論の中で、同じく北神中央ビルで開

館している北図書館北神分館の移転案が、北神支所

から提示された。北神区役所の開設は平成 31 年 4月

に予定されているとのことだった。 

 これを受け、平成 31 年春にリニューアルオープ

ンが計画されていた商業施設エコール・リラの南館

4 階に図書館を移転させ、デザイン性に優れた落ち

着いた雰囲気を持つ新しい図書館を整備することと

した。また、エコール・リラのリニューアル時期に

合わせて整備を行う必要があったため、内装の設計

を含めて建物の持ち主である株式会社関西都市居住

サービスが発注することとし、内装を含めた図書館

整備部分について市が負担金を支払う事業スキーム

とした。 

 また、神戸市立図書館条例を改正し、それまでの

北図書館北神分館という位置づけから、北神図書館

として独立させ館長を置くことも決定した。 

  

2．コンセプトの決定、内装の設計 

 設計については神戸大学の准教授である槻橋修氏 

が担当し、槻橋氏が代表を務める株式会社ティーハ

ウス設計事務所が実際の設計作業を担当することと

なった。 

ティーハウス、エコール・リラ、図書館の三者で

会合を月に１回程度開催し、全体のイメージ、細か

い設計の仕様や持つべき機能などを検討した。 

床面積は北神分館の 931 ㎡から 1,320 ㎡と広くな

り、蔵書数も北神分館の約 10 万冊から約 12 万冊へ 

と増やすことが決まっていたため、それに見合った

収容能力が求められた。また、北神分館で行ってい

た自習室の機能を損なわないように「学習室・閲覧

室」を設けることも決定された。 

 コンセプトは、農業が地場産業となっている北神

地域の土地柄も踏まえて「Book Farm」（本の畑）と

決まった。 

 エコール・リラ南館の 4 階は駐車場に直結してお

り、買い物の途中に図書館に立ち寄ってもらうこと

が期待できた。そのため駐車場と商業施設をつなぐ

共用部分にブックラウンジを設け、そこで本と触れ

合うような仕掛けができないかと考えた。 

 従来の図書館のイメージにはとらわれず、賑わい

の創出や人の回遊性についても議論を重ねていった。 

 壁付きの書架については、緩やかな曲面のデザイ

ンとなっており、本に包まれるような感覚を演出し

た。 

 また、北神図書館のロゴ、館内の案内図や書架見

出しなど意匠に関しては株式会社デザインヒーロー

社の和田武大氏が中心となりご考案をいただいた。 

 

飲食も可能なので、休憩スペースとし

てくつろぎながら本と接していただ

けます。イオンや専門店の並ぶショッ

ピングセンター内に位置するため、より気軽に図書

館に立ち寄っていただける環境が実現されました。 

新しくなった北神図書館を是非体感しにきて下さい。 

 

北神図書館開館を通して 

北神図書館長 坂本 美智子 

 

北神図書館は、平成 7年 12 月、震災の年に北神中

央ビルに北神分館として開館し、平成 16 年の拡充を

経て、平成 31 年 4 月 23 日に近隣の商業施設エコー

ル・リラ内に移転し、北神図書館としてリニューア

ルオープンいたしました。 

新しくなった図書館の壁面には木の温かみを感じ

させる木製の本棚が天井まで届き、遊びごころあふ

れる工夫のされた座席がそこここに設けられ、分館

にはなかった「おしゃれな空間」が広がっています。

またデザインだけでなく、従来よりご要望の多かっ

た書籍消毒機やデータベース端末、公衆無線 LAN な

ども導入され、図書館としての機能がより充実され

ました。また、図書館のすぐ外側のブックラウンジ

と呼ばれるスペースには｢本の畑｣というコンセプト

を彷彿とさせる段々畑のようなベンチが広がり、 
（北神図書館でのおはなし会） 

https://www.sozailab.jp/db_img/sozai/3897/1520af1c2225dfe8643ce3b0442119c7.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．広報 

北神分館開館中から、移転する予定であることを

館内掲示等でお知らせしていたが、それ以外にも北

区版の広報紙に取り上げてもらうなど利用者のみな

らず区民の方々にも広報活動を行った。 

 また、地域にお住まいの方に向けて「北神分館移

転・開館説明会」をエコール・リラの会議室をお借

りして開催した。（平成 30 年 10 月 7 日、9日） 

 広報は丁寧に行ったつもりであったが、それでも

移転のことは知らなかった等の声が聞かれたという

ことで、利用者への周知はやはり難しいと感じた。 

 

4．資料の購入 

 分館からの資料を含め、約 12 万冊の蔵書を有する

図書館に拡充するため、半年以上前から準備し、資 

料の購入を行なった。特に商業施設内に移転するこ

ともあり、図鑑や紙芝居等の子供向けの資料、健康・ 

育児・料理等の主婦向けの資料の充実を図った。  

また、古い全集等の買替えも行ない、書架全体のイ

メージアップにも配慮した。 

 

5．北神図書館の機能 

北神図書館に新たに加わった機能としては、セミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナー室を設け、講座や見学などに対応可能となった。 

また、公衆無線 LAN を導入し自習室・閲覧室の一部

で Wi-Fi が利用できる。データベース用の端末も設

置し、現在は 3種のデータベースが閲覧可能である。

その他、書籍消毒機、拡大読書器も備えている。 

 

6．北神分館の閉館と北神図書館の開館 

 北神分館は平成 7 年 12 月に開館し、その後拡張 

工事を経て地元の方々を中心に親しまれてきたが、 

3 月 24 日（日）に閉館し、移転準備作業に入った。 

移転作業を行いながら蔵書点検も同時に行い、4 月

1 日（月）にはエコール・リラから施設の引き渡しを

受け、本格的な新館開館準備に入った。 

 4 月 23 日（火）に約 1か月の休館期間を経て北神

図書館が開館した。開館日には記念の式典を行い、

久元市長、神戸市会議長、北区連合自治協議会会長

にスピーチをいただき、テープカット後に内覧会を

行った。その後通常より 30 分遅く 10 時 30 分から

一般の供用を開始した。多くの利用者にご来館いた

だき、図書館カードの登録者は 110 人を数えたが、

目立った混乱はなく初日を終えることができた。今

後、様々な形で地元に根差した図書館になるように

していきたい。 

児童図書コーナー  

書籍消毒機 
児童図書コーナー 

一般図書コーナー 

セミナー室 

 

ブックラウンジ 
学習室 
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－展示「神戸ジャズデイ 2019」－ 

4 月 4 日は、「神戸ジャズの日」。5年目の今年は

「神戸ジャズデイ 2019」と題し、文化ホール等で

様々な催しが行われた。中央図書館ロビーでも 3 月

29 日～4 月 7日まで兵庫県神戸県民センター、（公

財）神戸市民文化振興財団との連携により、パネル・

ポスターの展示、チラシの配布を行い、関連図書を

展示した。         （調査相談係長・桝井） 

－「KOBE 電子図書館 by Rakuten OverDrive」の 

リニューアル－ 

5 月 14 日に、貸出期間の延長機能・キッズページ

の追加を行った。テーマ一覧のページもでき、使い

やすいサイトになった。  （総務課担当係長・秋定）    

－デジタルサイネージの設置－ 

 3 月より、中央図書館ではアプリで借りることの

できるスマホ充電池を格納したデジタルサイネージ

を設置した。既に市役所 1号館等では導入され、市

の広報映像を放映しているが、近々図書館独自の広

報も行なう予定である。（利用サービス課長・阪本） 

－中央図書館への寄贈について－ 

平成 28 年度より毎年、（一財）みなと銀行文化振

興財団様から児童書の寄贈をいただいており、今年

度は三宮図書館へ 79 冊、北神図書館へ 36 冊（各 10

万円相当）をいただいた。  （資料係長・棟安） 

また、神戸キワニスクラブ様より寄付があり、英

語絵本 8 冊（2 万円相当）を選定させていただいた。

6 月 23 日「英語絵本であそぼう！神戸キワニスこど

も文庫おはなし会」の冒頭において贈呈式を行い、

文庫に新たな絵本が加えられることとなった。 

（利用サービス課担当係長・問屋） 

－「書庫における除籍の指針」の策定－ 

 平成 30 年度に立ち上げた書庫検討委員会では、4

回の検討会を開催し、「書庫における除籍の指針」

を策定した。書庫はすでに満杯になっており、その

ため特に 1階一般図書と児童図書の除架ができず書

架が乱れた状態が続いている。今後収集する資料か

らも後世に残すべき資料を保存していくため指針を

定め、書庫内資料において複本のあるものや利用頻

度が著しく低いもの等に対しては除籍を検討できる

こととした。      （利用サービス課長・阪本） 

－令和元年度第 1 回館内研修について－ 

6 月 20 日（木）の館内整理日に今年度第 1 回目の

館内研修を実施した。DVD による応対研修（作品名：

「どうすれば事前予防ができるか」）と人権研修（作

品名：「きみがいるから」）を見た後、長谷川中央

図書館長によるご講話をいただいた。 

（総務課担当係長・村井） 

－中央図書館 4階個別空調化工事－ 

 中央図書館では、中央監視盤設備更新工事の一環

として、6/3～6/30 にかけて 1 号館 4 階資料係事務

室を除くフロアにおいて、個別空調化工事を行った。

その間の仮移転事務所として、研究室(1)(2)(3)を使

用した。          （総務係長・渋谷） 

－地域館トイレ工事－ 

 須磨図書館(4/１～8/30)、新長田図書館（4/8～

9/13)のトイレ全面改修工事を行う。 

 また、灘図書館（令和元年度中）、兵庫図書館

（6/17～6/22）についても、トイレ洋式化工事を行

う。            （総務係長・渋谷） 

－手帳－ 

人事 3.31 退職 

 石 田 有 邦 利用サービス課長 

   幣   正 夫 総務課担当係長 

   松 永 憲 明 総務課担当係長 再任用 

   大 黒 紀 子 利用サービス課調査相談係長 

   森 鼻 淑 子 総務課総務係 

   大 黒 高 志 利用サービス課市民サービス係 

   片 山 優 子 利用サービス課資料係 嘱託 

4.1  人事異動 （ ）は異動先 

   長谷川 達 也（中央図書館長） 

阪 本 和 子（利用サービス課長） 

西 山 智 子（総務課担当係長） 

福 永 直 子（利用サービス課市民サービス係長） 

問 屋 晶 子（利用サービス課担当係長） 

桝 井 里 香（利用サービス課調査相談係長） 

   川 村 凜太郎 新規採用 

小野寺 くるみ 新規採用 

幣   正 夫（利用サービス課調査相談係)再任用 

転出  

笹 井 徹    中央図書館長 

（経済観光局担当局長：㈱神戸商工貿易センター専務理事） 

4.20 人事異動 

田 中 真 紀（総務課総務係） 

   竹 中 晴 香（総務課総務係） 

   谷 岡 史 絵（総務課企画情報係） 

平 野 和   

（利用サ-ビス課市民サービス係総合教育センター学校図書係） 

   小 倉 さつき（利用サ-ビス課資料係） 

会議  4.24/6.25  文教こども委員会 

5.29       兵庫県図書館協会理事会 

6.7       兵庫県図書館協会総会 

その他 4.1～     製本室の休止(職員退職のため） 

6.18～7.4  教科書展示（市内 7 館） 

6.24・25   神戸市職員（司書）採用試験 
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